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ホームページ掲載中 

学校教育目標    

○心豊かな子（徳育） 

  児童数 家庭数 ○健康な子（体育） 

  ５３０名 ４００ ○考える子（知育） 

子供たちの学びを大切に 
 ３月２４日、６年生が卒業しました。子供たちの姿が見られず寂しかっ 

た校庭にきれいな桜が咲きだし、６年生の卒業を祝ってくれました。 

  左の手紙は、下級生から６年生へのお礼の手紙です。 

         臨時休業中に学校に来て学習していたＫくんは、自主 

         学習以外にも、ボランティア活動として、先生と一緒に、掲示物をはがし 

         たり、掃除をしてくれたりしました。そして、更にこの手紙を書いてくれ 

         ました。手紙には、お世話になった縦割り活動の思い出や、６年生への感 

謝の気持ちが記されています。Ｋくんの心の優しさが表れています。この手紙から、改めて６年

生の努力とあたたかさを感じました。そして、このあたたかさが、駒西小学校の良き伝統として

引き続いていることを嬉しく思いました。 

 裏面に校長の式辞を掲載します。６ 

年生の努力と成長を称えるとともに、 

学ぶ意義について話しました。学びは 

自分のため、社会のためであること、 

そして、この学びがこれからの人生に 

おいて大きな力となることを伝えまし 

た。このことは、６年生だけではなく、全学年の子供たちにも共通していることです。社会問題

が多く現存している中、子供たちには、強く幸せに生きてほしいと願います。駒西小学校は、こ 

れからも、子供たちの学びを大切にしていきます。 

 保護者、地域の皆様には、今年度も学校教育へのご理解、ご協力をいただき、ありがとうござ

いました。ＰＴＡ活動、学校応援団活動、ボランティア活動をはじめ、様々な場面でお世話にな

りました。すべてが、地域協働学校として欠かせない活動でした。学校運営協議会会長様、学校

応援団長様、ＰＴＡ会長様、自治会町内会長様には、大変ご尽力いただきました。深く感謝申し

上げます。今後とも、どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度における教育活動再開について 

 臨時休業に係る様々なご対応、ご協力をいただき、ありがとうございます。過日メールにて

ご連絡させていただいた教育活動の再開について改めてお知らせします。 

 ①始業式について…通常登校とし、始業式は、感染症予防の観点から工夫して実施します。 

          マスクについては、可能な範囲で着用させてください。 

 ②入学式について…予定通り実施しますが、感染症予防の観点から工夫して行います。なお     

          予定していた６年生の参加は行いません。午前で下校となります。 

 ③給食について …予定通り実施しますが、感染症予防の観点から工夫して行います。 

 ④検温について …お子様の毎朝の検温と体調確認をお願いします。 

 状況により変更がある場合は、随時、メール等でお知らせします。 

 



令和元年度 卒業式式辞 

 

  

 校庭に色とりどりの花が咲いています。また、美しい春が巡ってきました。 

 

六年生の皆さん、卒業おめでとう。臨時休業という過去に見られない大変な状況の中で、皆さん

は大変つらく不安な思いをもったことと思います。そんな中でも、今日、皆さんに卒業証書を渡せ

たことを嬉しく思います。 

 

皆さんは、六年間、とてもよくがんばりました。学習や運動に一生懸命取り組み、心も体も大き

く成長しました。特に最後の一年間は、駒西小学校を支える良きリーダーとして活躍してくれまし

た。どうもありがとう。 

 

駒西小学校を巣立っていく皆さんに、二つの「思い」を伝えます。 

 

一つ目は、おうちの方々の「思い」です。誰よりも強く、深く、皆さんを愛してくれたのは、お

うちの人です。これまでにどれだけのご苦労があったことでしょう。皆さんの幸せが、おうちの人

の幸せです。元気な笑顔を、これからもたくさん見せてください。 

 

二つ目は、先生達の「思い」です。先生達の心の中は、毎日、皆さんのことでいっぱいでした。

そして、たくさんの学びとあたたかな愛を与えてくれました。先生達は、君達が大好きです。 

 

最後に皆さんに考えてほしいことを話します。それは、人はなぜ学ぶのかということです。小さ

い子なら、テストで百点を取るためとか、頭を良くするためと答えるかもしれません。小さいうち

は、それでいいと思いますが、十二歳の君達はどう考えますか。校長先生は、自分のため、社会の

ためだと考えます。今、大きな問題となっている感染症もそうですが、人生には、思いがけない困

難や苦労が必ずあります。その壁に強く立ち向かっていくためには、知識や考える力、判断する力

などが必要なのです。その力を身に付けることが、学びなのです。その学びは、必ず皆さんの幸せ

と社会の幸せにつながります。皆さんなら、必ず良い学びがこれからもできます。先生達は、ずっ

と応援しています。おうちの人も応援してくれます。頑張ってください。 

 

皆さんの中学校での活躍と健康を祈り、式辞とします。 

 

 

令和２年３月２４日 

                               ふじみ野市立駒西小学校 

                                校長  榊原 哲也   

 

 

 

 

 

 

          


